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ノックアウトマウスなど、
動物実験に大きく貢献。人
間への応用は倫理面で大き
なハードルがある

網膜など再生実験の臨床研
究が始まる。がん化など安
全性に課題がある。患者の
細胞を使った難病解明や創
薬に向く

細胞自身に手を加えないの
で、作製が簡単。仕組みが
解明できれば究極の再生医
療などへの道が開く可能性
がある

今後のあるべき医療にについて「健康体」のイデアから
 現代医学を変える三つの提案と五つの解決の方向

健康体を活かす医療
たまご理論で病気のしくみを考える（２）

たまごビル院長 石垣　邦彦 〒 581-0061　大阪府八尾市春日町 1-4-4
電話 072（991）3398　FAX 072（991）4498
ホームページアドレス http://www.tamagobl.com/

そ
の
発
想
と
展
開

【
Ⅰ  

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
と
い
う
新
た
な

万
能
細
胞
の
誕
生
】

た
。
筋
肉
や
神
経
な
ど
の

細
胞
で
も
初
期
化
が
起
き

た
と
い
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

を
マ
ウ
ス
の
胚
に
入
れ
て

仮
親
の
子
宮
に
着
床
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
全
身
に
こ
の

細
胞
が
交
ざ
っ
た
子
が
生

ま
れ
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
に

変
わ
る「
万
能
性
」が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ

細
胞
は
胎
盤
に
な
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
（
胚

性
幹
細
胞
）は
、胎
盤
に
変

化
で
き
な
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、チ
ー
ム
は「
Ｓ

Ｔ
Ｐ
細
胞
は
、
他
の
多
能

性
幹
細
胞
よ
り
も
万
能
性

が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｐ
細
胞
の
増
殖
性
は
低
い

が
、
特
殊
な
培
養
液
で
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
と
同
様
、
医
療

や
創
薬
な
ど
へ
の
応
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

最
初
に
作
り
出
さ
れ
た

万
能
細
胞
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
細

胞
は
、
米
国
で
脊
髄
損
傷

患
者
へ
臨
床
研
究
が
始
ま

る
な
ど
、
本
格
的
な
臨
床

応
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
は
生

命
の
萌ほ

う

芽が

で
あ
る
受
精
卵

を
壊
し
て
作
る
た
め
、
生

命
倫
理
上
の
問
題
が
生
じ

ま
す
。
日
本
で
は
、
臨
床

応
用
な
ど
で
強
い
利
用
規

制
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
問
題
点
を
解

決
し
た
の
が
、
２
番
目
に

作
り
出
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

統
合
理
論
に
つ
い
て
②

Ｒ
Ｏ
Ｂ
治
療
に
よ
っ
て

「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」が
生
ま
れ

深
く
・
長
く
・
こ
こ
ち
よ
い
呼
気
が
で
き
る
と

	

「
生
と
死
」

	

「
予
防
・
治
療
・
ケ
ア
ー
・
穏
や
か
な
死
」

	

「
現
代
医
学
・
東
洋
医
学
・
各
種
医
療
」

が
統
合
さ
れ
る

【
Ⅱ  

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
と
は
、
ど
う

い
う
も
の
か　

Ｅ
Ｓ
細
胞
・
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
と
比
較
（
図１
）

す
る
】

て
培
養
す
る
と
、
２
～
３

日
で
多
能
性
を
持
っ
た
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
に
変
化
し
ま

し
た
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
作

製
に
は
２
～
３
週
間
か
か

り
ま
す
。

　

初
期
化
さ
れ
る
細
胞
の

割
合
も
30
％
以
上
で
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
よ
り
も
高
か
っ
た

の
で
す
。

　

弱
酸
性
の
溶
液
以
外
に

も
、
細
い
ガ
ラ
ス
管
（
直

径
約
０
・
05
ミ
リ
）
の
中

に
細
胞
を
何
度
も
通
す
な

ど
の
物
理
的
な
刺
激
や
、

細
胞
膜
に
穴
を
開
け
る
毒

素
で
も
初
期
化
を
引
き
お

こ
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し

　

Ｅ
Ｓ
細
胞
・
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
に
続
き
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細

胞
と
い
う
新
た
な
万
能
細

胞（
注
１
）が
誕
生
し
ま
し

た
。
お
も
し
ろ
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、さ

ら
に
再
生
医
療
・
創
薬
の

分
野
で
飛
躍
的
な
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
先
天
的

な
病
気
や
後
天
的
な
難
病

で
苦
し
ん
で
い
る
方
に
と

っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い

医
療
に
な
っ
て
き
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
大
き
な
視
点

か
ら
な
が
め
る
と
、
万
能

細
胞
の
発
見
と
発
展
は
、

基
本
的
な
「
か
ら
だ
」
の

シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
の
一
生
は
本
質
的

に
１
年
草
と
同
じ
だ
か
ら

で
す
。「
い
の
ち
」
を
つ

な
ぐ
「
生
ま
れ
・
生
き
ぬ

き
・
死
に
ゆ
く
」
シ
ス
テ

ム
を
変
え
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
。

　

こ
の
視
点
は
、
こ
れ
か

ら
科
学
・
医
学
が
ま
す
ま

　

注
１　

神
経
や
筋
肉
な

ど
、
体
の
あ
ら
ゆ
る
細
胞

に
変
化
で
き
る
受
精
卵
に

近
い
能
力
を
も
つ
。
事
故

や
病
気
で
失
っ
た
組
織
な

ど
を
新
た
に
作
り
、
治
療

に
使
う
再
生
医
療
の
切
り

札
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
よ

り
確
か
で
、
副
作
用
の
少

な
い
ク
ス
リ
作
り
の
創
薬

に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

代
表
的
な
万
能
細
胞
に

は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
Ｅ
Ｓ

細
胞
が
あ
る
。

＊ 

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
＝
ｉ
ｎ

ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
ｄ　
ｐ
ｌ
ｕ
ｒ

ｉ
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ　

ｓ
ｔ

ｅ
ｍ　

ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

＊ 

Ｅ
Ｓ
細
胞
＝
ｅ
ｍ
ｂ

ｒ
ｙ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ　

ｓ
ｔ
ｅ

ｍ　

ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

【図２】健康体と慢性疾患の関係

 

 

人は楽しむために生まれてきた！  

～人間の生死は「上腹部の柔軟性」が指標となる～ 
 

ROB 治療で「上腹部の柔軟性」が正常化されると・・・ 

「入り出」がととのい、深く長くここちよい呼気ができる 
 

 

 

・呼吸が深くなり 

          ・循環が良くなり                 

          ・人体力学が安定し 

          ・自律神経がととのい 

          ・内臓全般の動きが活発になる 

 

     

 

●生きる力がつく     ⇒ 生き方が身につく  

●総合的免疫力がつく  ⇒ 予防ができる      

●自然の治癒力がつく  ⇒ 治療が的確に      

●自然なバランス力がつく ⇒ 自然なケアー  

●自然な死への流れができる ⇒穏やかな死     
 

 

■人間の体の自然な「しくみ」が生かされ 

ROB 治療で人生が統合される！！ 

す
発
達
し
、
万
能
細
胞
や

新
た
な
医
療
を
活
用
す
る

上
で
非
常
に
大
事
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
生
命
40
億
年
の

歴
史
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

「
生
き
も
の
」で
あ
る
人
間

の「
か
ら
だ
」全
体
の「
し

く
み
」か
ら
、Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細

胞
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

観
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

得
」
と
い
う
意
味
の
英
語

（
ｓ
ｔ
ｉ
ｍ
ｕ
ｌ
ｕ
ｓ
―

ｔ
ｒ
ｉ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ　

ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　

ｏ
ｆ　
ｐ
ｌ
ｕ
ｒ
ｉ
ｐ

ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
）
の
頭
文

字
か
ら
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
（
ス

タ
ッ
プ
）
と
名
付
け
ま
し

た
。
細
胞
が
自
ら
初
期
化

す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

生
物
学
の
常
識
を
覆
す
画

期
的
な
手
法
で
作
製
さ
れ

た
細
胞
で
す
。

　

図
１
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、
マ
ウ

ス
の
細
胞
に
３
～
４
種
類

の
遺
伝
子
を
入
れ
る
方
法

で
受
精
卵
に
近
い
状
態
ま

で
初
期
化
さ
せ
ま
す
。

　

一
方
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
小
保

方
晴
子
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
ら
が
、
マ
ウ
ス

の
脾
臓
か
ら
採
取
し
た
リ

ン
パ
球
細
胞
に
、
外
部
か

ら
強
い
刺
激
を
与
え
て
初

期
化
し
ま
し
た
。

　

リ
ン
パ
球
を
弱
酸
性
の

（
ｐ
Ｈ
５
・
７
）
の
溶
液

に
約
30
分
間
漬
け
て
、
死

滅
寸
前
の
状
態
に
し
、
生

き
残
っ
た
リ
ン
パ
球
を
特

殊
な
タ
ン
パ
ク
質
を
加
え

胞
で
す
。
皮
膚
な
ど
の
細

胞
か
ら
作
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
目
的
の
細
胞

に
変
化
さ
せ
て
移
植
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
今
夏

に
は
目
の
難
病
患
者
に
対

す
る
臨
床
研
究
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
遺

伝
子
を
細
胞
の
核
に
入
れ

て
初
期
化
を
促
す
た
め
、

他
の
正
常
な
遺
伝
子
を
傷

つ
け
て
、
が
ん
化
す
る
可

能
性
が
残
り
ま
す
。

　

一
方
、
三
番
目
に
作
り

出
さ
れ
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

は
、細
胞
を「
瀕
死
状
態
」

に
追
い
込
む
と
い
う
単
純

な
方
法
で
初
期
化
し
、
作

成
さ
れ
た
細
胞
も
が
ん
化

の
可
能
性
が
低
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

【
Ⅲ  
Ｅ
Ｓ
細
胞
・
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
・
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
の
長
所
・
短
所
＝

「
多
様
性
」と
万
能
細
胞
と
し
て

の「
は
た
ら
き
」の「
同
一
性
」を

活
用
す
る
】

　

ど
ん
な
人
間
に
も
長
所

と
短
所
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
個
性
の
違
い
が

「
多
様
性
」
と
な
り
ま

す
。
そ
の「
多
様
性
」は
、

人
間
が
地
球
環
境
や
社
会

構
造
の
変
化
に
対
応
で
き

る
可
能
性
を
広
げ
て
き
た

の
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ

で
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
は
同
じ

「
か
ら
だ
」の「
し
く
み
」

＝
「
同
一
性
」
を
も
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
は
違
い
ま
す
が
、

医
学
的
な
検
査
と
し
て
の

エ
コ
ー
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
検
査
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま

す
。
個
々
の
検
査
で
は
不

完
全
で
も
、
そ
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
「
多
様
性
」

と
、
エ
コ
ー
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ

Ｒ
Ｉ
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す

る
画
像
診
断
と
い
う
「
同

一
性
」
に
よ
り
、
よ
り
適

確
な
診
断
と
治
療
に
つ
な

が
っ
て
ゆ
く
の
で
す
。

　

Ｅ
Ｓ
細
胞
・
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
・
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
の
長

所
・
短
所
の
違
い
に
よ
る

「
多
様
性
」
は
、
万
能
細

胞
で
あ
る
と
い
う
「
同
一

性
」
と
と
も
に
医
療
へ
の

応
用
を
大
き
く
広
げ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

治
療
・
臓
器
移
植
・
糖
尿

病
・
特
定
疾
患
等
の
実
際

の
臨
床
に
具
体
的
な
成
果

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
人
類
に
と

っ
て
大
き
な
福
音
で
す
。

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

【表１】健康体の三大特徴
（1）「上腹部の柔軟性」＝腹部の柔軟性と形態と温度分布 
　 　「健康体」の場合、立位で上腹部が下腹部より少し低く手

で上腹部を圧迫しても圧痛は無く、しこりもなく、その圧迫
をとくとすぐに元に復する柔軟性があり適度な緊張があ
る。 
　また、腹部全体は温かくほぼ同一温度である。

（2）頭部と足先の温度差 
　 　「健康体」の場合、頭部が足先より約１度から３度高い範

囲である。 
（3）立位での姿勢 
　 　「健康体」の場合、正面からみると脊柱は正中線上でまっ

すぐであり、側面からみると生理的に適切なＳ字状の 湾曲
を保ち、人体の各部位に余分な緊張と力の過剰な 負担がな
い 

【
Ⅳ  「
か
ら
だ
」全
体
の「
し
く
み
」

が
主
、万
能
細
胞
と
し
て
の「
は

た
ら
き
」は
従
】

　

理
化
学
研
究
所
発
生
・

再
生
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー

と
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
な
ど

の
国
際
研
究
グ
ル
ー
プ
は

マ
ウ
ス
の
体
細
胞
に
強
い

刺
激
を
与
え
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
（
人
工
多
能
性
幹
細

胞
）
の
よ
う
に
様
々
な
組

織
、
臓
器
に
変
化
で
き
る

万
能
細
胞
へ
と
初
期
化
さ

せ
る
手
法
を
発
見
し
た

と
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ

う
し
た
初
期
化
す
る
現
象

を
「
刺
激
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
多
能
性
の
獲

　

本
紙
23
年
１
月
１
日
号

（
第
１
０
５
６
号
）
で

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
現
代
医

学
の
最
先
端
―
こ
れ
を
ど

う
生
か
す
か
」
と
の
タ
イ

ト
ル
で

　

Ⅰ　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
驚

異
　

Ⅱ　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
お

こ
す
医
療
革
命

　

Ⅲ　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
生

命
を
変
え
る

　

Ⅳ　

人
と
動
物
の
混
合

＝
キ
メ
ラ
は
ど
こ
ま
で

　

Ⅴ　

科
学
技
術
の
長
所

と
短
所

　

Ⅵ　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
映

す
生
命
の
な
ぞ

　

Ⅶ　

人
間
は
ど
こ
へ
行

く
の
か

　

と
順
番
に
、
そ
の
可
能

性
と
問
題
点
、
そ
し
て
今

後
の
大
き
な
方
向
を
述
べ

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
河

内
新
聞
23
年
１
月
１
日
号

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
同
じ
く

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
も
万
能
細

胞
で
あ
る
が
ゆ
え
に
良
く

似
た
長
所
と
短
所
を
も
ち

ま
す
。
そ
の
研
究
の
具
体

的
な
到
達
点
は
、
再
生
医

療
と
創
薬
に
あ
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
自
身
の
細
胞

か
ら
生
ま
れ
た
万
能
細
胞

を
使
い
、
そ
の
方
自
身
の

特
性
を
も
つ
臓
器
の
再
生

と
、
そ
の
方
自
身
の
特
性

に
対
応
で
き
る
治
療
薬
も

つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
よ
り
的
確
で
、

よ
り
副
作
用
の
す
く
な

い
、
よ
り
安
全
な
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
医
療
が
現
実
化

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
不
妊

　
【
Ⅴ  

Ｅ
Ｓ
細
胞
・
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
・
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
＝
万
能
細
胞
を
、

統
合
す
る
】

　

し
か
し
、
こ
こ
で
わ
た

し
た
ち「
生
き
も
の
」で
あ

る
人
間
は
、
事
の
本
質
を

見
極
め
た
大
き
な
視
点
を

も
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
科
学
・
医
学

が
ど
ん
な
に
発
達
し
て

も
、
例
え
Ｅ
Ｓ
細
胞
・
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
・
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細

胞
＝
万
能
細
胞
が
ど
ん
な

に
発
展
し
て
も
、「
死
」

を
防
ぐ
も
の
で
は
な
い
こ

と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
科
学
・
医
学

が
発
展
し
て
も
、「
生
ま

れ
・
生
き
ぬ
き
・
死
に
ゆ

く
」
と
い
う
「
い
の
ち
」

を
つ
な
ぐ
「
し
く
み
」
が

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
の

で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
、
科
学
・

医
学
、
こ
こ
で
は
、
万
能

細
胞
の
ど
ん
な
に
大
き
な

発
展
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

こ
と
は
二
次
的
な
こ
と
な

の
で
す
。「
か
ら
だ
」
全

体
の
「
し
く
み
」
の
穴
を

塞
ぐ
と
い
う
二
次
的
な
こ

と
な
の
で
す
。

　

一
次
的
な
こ
と
は
、
も

っ
と
本
質
的
な
こ
と
は
、

40
億
年
に
わ
た
り
つ
ち
か

わ
れ
う
ま
れ
出
た
、「
い

の
ち
」
を
つ
な
ぐ
「
か
ら

だ
」
全
体
の
「
し
く
み
」

を
生
か
す
こ
と
な
の
で

す
。
こ
の
「
い
の
ち
」
を

つ
な
ぐ
「
か
ら
だ
」
全
体

の
「
し
く
み
」
に
穴
が
あ

か
な
い
よ
う
に
予
防
す
る

こ
と
な
の
で
す
。

　

40
億
年
に
わ
た
り
つ
ち

か
わ
れ
た
「
か
ら
だ
」
全

体
の
「
し
く
み
」
が
ス
ム

ー
ズ
に
「
は
た
ら
く
」
状

態
＝
「
健
康
体
」（
図
２
）

＝
「
健
康
体
の
三
大
特

徴
」（
表
１
）
で
あ
る
「
上

腹
部
の
柔
軟
性
」
を
保
持

す
る
こ
と
が
病
気
の
予
防

・
治
療
・
ケ
ア
ー
・
穏
や

か
な
死
（
表
２
）
に
通
じ

て
き
ま
す
。

　

人
間
が
生
き
る
こ
と

の
、こ
こ
で
は
特
に
医
学
・

医
療
の
基
本
は
、
新
た
な

医
学
・
医
療
の
発
見
や
治

療
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

40
億
年
に
わ
た
り
つ
ち
か

わ
れ
う
ま
れ
で
た
「
か
ら

だ
」全
体
の「
し
く
み
」が

ス
ム
ー
ズ
に「
は
た
ら
く
」

よ
う
に
生
活
し
、予
防
し
、

治
療
し
、
ケ
ア
ー
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

共
通
す
る
こ
と
は
、「
上
腹

部
の
柔
軟
性
」で
す
。こ
の

「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」を
維

持
す
る
こ
と
が
、
日
々
の

生
活
・
医
学
・
看
護
・
介
護

に
共
通
す
る
大
き
な
基
本

で
す
。

「
か
ら
だ
」全
体
の「
し
く
み
」が
主

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
・
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
・
Ｅ
Ｓ
細
胞�

�

＝
万
能
細
胞
の「
は
た
ら
き
」は
従

【表２】

株式
会社 小滝工務店

有料老人ホーム・高齢者専用賃貸住宅のことなら

当社の豊富な実績により、蓄積されたノウハウをもとに
プランニングから事業計画・施工までお任せください

KOTAKI

〒581-0016 八尾市八尾木北６丁目55-２
TEL 072-996-6820　FAX 072-923-0015

 お問い合わせは

☎072-996-1111 普泉寺霊園 検索

大型公園墓地

八
尾
バリアフリー　大駐車場完備

八尾市福栄町３丁目５番地

好評分譲中

2月12日（水）・3月12日（水）

施設をご利用のお客さまへ

改修工事に伴う休館のお知らせ
　いつも八尾プリズムホールをご利用いただきありがとうございます。
　プリズムホールでは、空調熱源機器更新工事に伴い、平成25年11月18日（月）
～平成26年３月31日（月）の間、全館臨時休館いたします。
　皆様方にはご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力のほどよろしくお
願いいたします。
　なお、休館中もご利用に関するお問い合わせや平成26年４月以降の施設のお
申し込み受け付けを行っております。
　※休館中の１階お客さま窓口の営業時間は、月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）と年末年始のお休み以外の9:00～17:00に変更させていただきます。

▼施設利用に関するお問い合わせ
プリズムホールお客さま窓口　ＴＥＬ：072-924-5111

▼工事に関するお問い合わせ
八尾市文化国際課　ＴＥＬ：072-924-3909

平成26年1月1日現在

本　　　店：〒541-0041 大阪市中央区北浜2-5-4  TEL.（06）6201-2881（代表）
八尾営業部：〒581-0003 八 尾 市 本 町 2 - 8 - 1  TEL.（072）923-1988

信頼で地域とつながる

http://www.osaka-city-shinkin.co.jp/

夢をかなえるご相談は、
このマークの信用金庫へ。

大阪シティ信用金庫が、あなたの夢を
大きく咲かせるお手伝いをいたします。

信頼で地域とつながる

水
素
ガ
ス
発
電
機
・
水
素
ガ
ス
自
動
車

燃
費
節
約
「
メ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
」

大
阪
代
表 　

小　

山　
　

博

（
連
絡
）０
９
０
・
８
２
１
３
・
４
７
１
２

Ｍ・エバンス博士（英）
1981年　マウスで成功
  98年　人で成功
2007年　ノーベル賞

山中伸弥京大教授
2006年　マウスで成功
　07年　人で成功
2012年　ノーベル賞

小保方晴子・
理研ユニットリーダー

2014年　マウスで成功
　　　？？年　人で成功

受精卵

５～７日
成長した胚

内部の細胞を取
り出して培養
（３～４週間）

ＥＳ細胞

体の細胞
（最初は皮膚細胞）

３～４種類の
遺伝子を加える

培養
（２～３週間）

ｉＰＳ細胞

体の組織
（最初はリンパ球）

弱酸性の溶液中に
25分間置く

得た細胞を培養
（３日間）

ＳＴＡＰ細胞

歴
史

作
り
方

特
性
な
ど

ＥＳ細胞 ｉＰＳ細胞 ＳＴＡＰ細胞【
図
１
】
三
つ
の
万
能
細
胞
は
こ
う
違
う

（2）第１１６８号 （昭和56年10月19日・第３種郵便物認可） 河　　内　　新　　聞 平成26年2月15日（土曜日）（購読料月850円）


